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ダブルショット・パイロライザー ® を用いた食品用ラップフィルムの分析 

その③：ポリプロピレン（PP）＋ナイロン（Nylon）のEGA-GC/MS法による分析 
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多機能パイロライザー, マイクロジェット・クライオトラップ,不活性化金属キャピラリーチューブ, UA-5 

ポリプロピレン（PP）＋ナイロン（Nylon）製の食用ラップフィルムをEGA-GC/MS法を用いて分析しました。熱分解温度を40ºCから

600℃まで30ºC/minで昇温して得られたEGAプロファイルを図１に、またEGAプロファイル上の温度画分A(100‐320ºC）および

B(320-600ºC）をマイクロジェット・クライオトラップ（MJT-1030E）を用いてGC/MS分析した結果を図2に示します。画分Aでは、低

沸点成分のacetic acidおよび脂肪酸、脂肪酸誘導体類などの脂肪酸系可塑剤が検出されました。また画分Bでは、パイログラム

上にポリプロピレンの熱分解生成化合物である炭素数が6,9,12,15を主成分とするオレフィン系炭化水素と、ナイロン-6のモノマー

である、ε‐カプロラクタムが顕著に検出されました。 
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図１ ポリプロピレン＋ナイロンのEGAプロファイル  

熱分解炉温度： 40-600ºC（30ºC/min), キャリヤーガス:：ヘリウム 

インターフェース：不活性金属キャピラリー管（長さ：2.5 m, 内径：0.15 mm） 
注入口圧力：50 kPa 
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     図2  ポリプロピレン＋ナイロンのEGA-GC/MSによる画分AおよびBの分析結果 

キャリヤーガス：ヘリウム,  カラム流量：1 ml/min,  キャリヤーガス総流量：40 ml/min 

分離カラム：Ultra ALLOY-5（5%ジフェニルジメチルポリシロキサン） 長さ30 m,  内径0.25mm,  膜厚0.25 m,  

GCオーブン温度：40ºC（1 min hold）－320ºC（20ºC/min）,  注入口温度：320ºC,  クライオトラップ温度：-196º

C, 試料量：0.25cm2   
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